








































































13） 、 四丞有り （
14） 。河平元年、
東織を省き、 西織を更名して織室と為す （










































































三と後出の水衡都尉は「帝室財政」を管轄する官職であった。大庭脩によれば、少府は前漢においては九卿の中で極端に属官が多く、本文にあるよう 、比千石の丞が六員、尚書令以下二五官の令・丞、胞人長以下三長・丞、さらに上林中十池監があった。武 が元鼎二年（前一一五） に上林苑を管理するために新設した水衡都尉は、少府から分轄されたものであり、 五丞、属官の九令・六長のうち、上林八丞・一一尉・均輸四 ・御羞二丞・都水三 ・甘泉 四丞である。このうち、上林令・御羞令・衡官長の三令・長はもとは少府に属していた。百官表によれば、大鴻臚の郡邸長、大司農の斡官長、宗正の内 長、執金吾（中尉） 寺互令も
漢
初には
少府の属官であった。 「少府という官庁は君主 家政機関として最も古く、かつ中心的な官庁」で、 「漢初の少府は、なお未分化の状態で多種多様な 署を統属下に置いており」 、 「そこから職掌の明らか 部 がつぎつぎ分化したのではないか」という。そこで、帝室財政の規模も極めて大きく、 「元帝の時代（前四八―三三）の例では、大司農の扱う銭四〇億に対し、水衡の銭二五億、少府の銭一八億、合して帝室財政四三億銭でほぼ匹敵していた」 ［大庭脩
　
一九八二］ 。桓譚『新論』 （ 『太平御覧』
巻六二七に引かれる佚文）に 「漢が天下を定めて ら、人民からの税収は一年に四〇億銭あまりになる。 吏へ




























































 ○太官令は、 百官志三には「皇帝の飲食を掌る」とあ後漢では、一人 官秩は六百石。左丞 飲食 掌る） ・

















































































































を担当していた作事官府であり、そこに将相大臣の有罪の者 収容する施設があった また 『後漢書』巻四・和帝紀・永元九年 （九七） 十一月己丑条の李賢注に引く 『漢旧儀』には、 「将相大臣を取り調べることを掌る」とある。後漢になると、獄が置かれ、皇室の婦女を収繋した［大庭脩
　
一九八二］ 。なお、巻八二・王商伝の原文は、 「若
盧獄」ではなく「若盧詔獄」となっている。詔獄は、皇帝の命の下に進められ 裁判手続きであり、同時にそうした手続きを進めるための場所でもあった［宮宅潔二○一一］ 。漢代官制の特色 一つとして、獄官が多いことは、つとに指摘されてい ［大庭脩
　
一九八二］ 。
宮宅潔によれば、前漢時 、長安 中央官署に多くの獄（二六所）が設けられ、とりわけ少府属官に偏在していた（少府または元来少府に属し たものを含めると一〇カ所に及ぶ） 。少府属官には未央宮や上林苑内に官署を構えるものが含まれ 宮人や高位者を収容しておくには格好の場所であった。そこは本来、作事官府で、刑徒や官奴婢を管轄する部署であったので、被疑者や罪人を収容・監視するため 施設と人員が存在した［宮宅潔
　


























二〇〇〇］ 。 「二年律令」秩律で 、居室は、官秩は六百石として見える 封泥には、前漢中期とされ 「居室丞印」がある［孫慰祖
　
一九九三］ 。加藤繁は、 『史記』巻




























と考えられる。漢代で 功臣に「東園秘器」 「東園温明」が下賜さ たことが見られ（巻六八・霍光伝、巻八一・孔光伝、巻九三・侫幸伝・董賢） 、これらは東園匠で作られたものであ 本来は皇室専用 副葬品や葬具を下賜するこ で皇帝の恩寵を示す役割があった。西安市東南郊 発見された前漢初期の列侯級の大墓からは「東園□□」と書かれた陶罐が出土しており［鄭洪春
一九九〇］ 、東園製の副葬品が下賜されていた実例といえる。また、副葬品だけでなく、陵墓に使用される部材の製作にも関わっていたよう ある。文帝の生母であ薄太后の南陵の西北では犀、パンダ、馬、羊、犬などを埋葬した陪葬坑が発見されており、坑内には磚で囲いが作られてい が、 磚には 「東園」 とスタンプされており ［王学理















































貨志下の「五均官」 をもって百官表 「均官」 に当てているのは誤りだとする。 「遼東均長」の封泥や 「千乗 監」の印から均官は均輸官の略称であり ここの 「均官」 少府の均輸のことを掌ると考えている［陳直
　
一九七九］ 。
















































謁者令がいた。武帝は、中謁者令に「書」字を加えて中書謁者令とした」とある。私が考える 、 昭帝の時には、尚書があり、明らかに中書 は別の官であっ 、百官志三に「尚書をあらためて中書とした」と言っている は誤りである。中書が尚書の任務を兼ねて、これを中尚とも言った例は、巻七七・蓋寛饒伝に見える。 『唐六典』巻九・中書令に「武帝は後庭で遊宴するようになってから、ことさらに宦官を用いた。司馬遷が宮刑を受け中書令となったが、それがこの職で る。謁者と言っていないのは、 文字を省略したのである」 とある。洪邁は 「中書・尚書令は、前漢では少府の属官であった。後漢でも亦た少府に属していた。機密重要事項を扱うといっても、公卿の位からは非常に遠かった。魏晋以来、次第に重んぜられ、唐になると遂に三省の長官とな 、真 宰相の任務につけられた」という（ 『容斎随筆』巻一二・三省長官） 。
　　
 ○黄門令の例は、 芸文志・孔光伝に見える。 百 志三に 「黄門令は、宦官で、禁中のすべての宦官を掌る」とある。
　　





































書の職掌である「すべての人事異動及び尚書の文書に関するもろもろの事を上奏・下達するのを掌る」は、中の職掌で あると考えている。よって「中書は尚書の任務を兼ねていた」というのであ 秦封泥に、 「中謁者」がある［周暁陸・路東之
　
二〇〇〇］ 。 「二年律令」秩律


































































































王先謙がいう。 百官志三には 「掖庭は、 宦官である。
























『漢旧儀』 に 「尚書四人が四曹となる。 常侍曹尚書は、 丞相・御史の事を掌り、二千石曹尚書は、刺史・二千石の事











































































































































































































































































































































































































　「 『漢書』百官公卿表訳注稿（一） 」 『大
阪産業大学論集』 （人文・社会科学編） 、十二号
宮宅
 潔
　
二○一一
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一九九三
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米田
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